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◉特　集◉
内戦後のスリランカ経済
－持続的発展のための諸条件－

　

ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
の
軌
跡
と
発
展
へ
の
課
題

―
求
め
ら
れ
る
輸
出
産
業
の
高
度
化
―

鈴
木 

一
成

●
ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
の
歩
み

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
一
九
四
八
年
の

独
立
以
来
、
二
大
政
党
の
ス
リ
ラ
ン
カ

自
由
党（Sri Lanka Freedom

 Party

：

Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）と
統
一
国
民
党（U

nited 
N

ational Party

：
Ｕ
Ｎ
Ｐ
）
が
お
お

む
ね
交
互
に
政
権
を
担
い
経
済
政
策
を

運
営
し
て
き
た
（
図
１
）。
独
立
直
後

の
ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
は
「
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
経
済
」
と
も
呼
ば
れ
る
紅
茶
、

ゴ
ム
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
と
い
っ
た
農
産
品

に
依
存
し
た
構
造
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
は
、
輸
出
税
や
特

別
税
が
課
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
福
祉
政
策

を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
な
っ
て
い

た
。
独
立
後
か
ら
自
由
主
義
的
な
Ｕ
Ｎ

Ｐ
と
社
会
主
義
的
な
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
が
交
互

に
政
権
を
取
り
、
経
済
政
策
の
方
向
性

も
政
権
交
代
と
と
も
に
揺
れ
動
い
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代

は
、
途
中
Ｕ
Ｎ
Ｐ
政
権
へ
の
揺
り
戻
し

が
あ
っ
た
も
の
の
、
主
と
し
て
Ｓ
Ｌ
Ｆ

●
は
じ
め
に

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
所
得
水
準
に
比
べ

て
異
例
と
も
い
え
る
高
い
社
会
開
発
水

準
を
誇
り
、
そ
の
社
会
厚
生
を
重
視
し

た
政
策
は
か
つ
て
「
ス
リ
ラ
ン
カ
・
モ

デ
ル
」
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
し

か
し
、
一
九
八
三
年
に
政
府
軍
と
タ
ミ

ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎
（Libera-

tion T
igers of T

am
il Eelam

：
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
と
の
間
で
勃
発
し
た
内
戦
に

よ
っ
て
、
約
二
六
年
と
い
う
長
期
間
に

わ
た
っ
て
経
済
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
き

た
。

　

内
戦
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
政
権
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

終
結
し
た
。
内
戦
後
は
い
わ
ば
「
平
和

の
配
当
」
に
よ
る
恩
恵
で
約
七
～
八
％

の
高
成
長
が
続
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
経

済
の
歩
み
を
概
観
し
、
持
続
的
な
発
展

の
た
め
の
課
題
を
考
察
し
た
い
。

Ｐ
の
バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
イ
ケ
政
権
に
よ
る

輸
入
代
替
工
業
化
や
保
護
主
義
的
な
政

策
が
実
施
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
バ

ン
ダ
ー
ラ
ナ
イ
ケ
政
権
に
よ
る
経
済
開

発
は
保
健
・
衛
生
と
い
っ
た
分
野
が
重

視
さ
れ
、
識
字
率
の
向
上
、
平
均
寿
命

の
向
上
、
所
得
格
差
の
是
正
と
い
っ
た

成
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
社
会

開
発
分
野
で
の
業
績
は
後
に
「
ス
リ
ラ

（注）　網掛け部分は内戦期。
（出所）�　Central Bank of Sri Lanka, Presidential Secretariat of Sri Lanka, Prime Minister's Office of Sri Lanka より

筆者作成。

図１　スリランカの歴代政権と実質ＧＤＰ成長率（前年比）
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ン
カ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
私
企
業
や
私

有
地
を
国
有
化
す
る
な
ど
、
経
済
活
動

へ
の
国
家
の
介
入
が
強
化
さ
れ
、
社
会

主
義
的
な
経
済
政
策
の
下
で
経
済
は
停

滞
し
た
。

●
自
由
化
の
第
一
の
波

　

ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
に
と
っ
て
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
七
年
か
ら

の
Ｕ
Ｎ
Ｐ
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
政
権
に

よ
る
対
外
開
放
的
な
自
由
化
政
策
で
あ

る
。
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
政
権
は
、
貿

易
・
為
替
管
理
を
撤
廃
・
緩
和
し
、
経

済
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
自

由
貿
易
区
（
Ｆ
Ｔ
Ｚ
）
へ
外
国
投
資
を

促
進
し
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
主
義
経
済

か
ら
自
由
主
義
的
な
開
放
経
済
へ
と
転

換
を
図
っ
た
。
バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
イ
ケ
国

際
空
港
の
周
辺
等
に
は
Ｆ
Ｔ
Ｚ
が
整
備

さ
れ
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
外
国
投

資
に
免
税
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付

与
さ
れ
た
。

　

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
政
権
の
施
策
に
よ

り
経
済
は
加
速
し
、
外
資
の
導
入
に
よ

り
縫
製
産
業
を
中
心
と
し
た
軽
工
業
が

発
達
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
八
六
年

に
は
衣
類
等
の
輸
出
額
が
紅
茶
等
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
産
品
を
上
回
る
よ
う

に
な
り
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
産

業
へ
の
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
た
。
一
方
で
、

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
政
権
の
経
済
開
発
は
、

輸
入
の
急
増
に
よ
る
貿
易
赤
字
の
拡
大

を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
マ
ハ
ウ
ェ
リ
水

系
開
発
計
画
等
の
大
規
模
な
公
共
投
資

を
実
施
し
た
た
め
に
、
財
政
赤
字
も
拡

大
、
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
を
惹
起
し
、
金

利
が
上
昇
し
て
民
間
投
資
が
抑
制
さ
れ

る
側
面
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
一
九
八
三
年
に
は

シ
ン
ハ
ラ
・
タ
ミ
ル
民
族
間
の
緊
張
が

高
ま
り
、
政
府
軍
と
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
の
間

で
本
格
的
な
戦
闘
が
開
始
さ
れ
、
そ
の

後
約
二
六
年
続
く
内
戦
へ
と
突
入
し
て

い
っ
た
。
一
九
八
七
年
に
は
イ
ン
ド
平

和
維
持
軍
の
進
駐
が
行
わ
れ
た
が
、
イ

ン
ド
軍
の
進
駐
は
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
の

シ
ン
ハ
ラ
人
を
激
昂
さ
せ
、
シ
ン
ハ
ラ

人
の
過
激
派
（Janatha V

im
ukthi 

Peram
una

：
Ｊ
Ｖ
Ｐ
）
の
活
動
が
活

発
化
す
る
な
ど
、
治
安
が
悪
化
し
、
八

〇
年
代
後
半
に
か
け
て
経
済
成
長
率
は

低
迷
し
た
。

●
自
由
化
の
第
二
の
波

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
経
済
の
低
迷

を
受
け
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・

世
銀
に
よ
る
支
援
の
下
で
、
経
済
の
安

定
化
や
自
由
化
の
た
め
の
改
革
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
七
年
の

改
革
に
続
く
「
自
由
化
の
第
二
の
波
」

で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
八
八
年
に
Ｉ
Ｍ

Ｆ
か
ら
構
造
調
整
融
資
を
受
け
、
財
政

赤
字
の
削
減
等
を
主
眼
に
置
い
た
改
革

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇

年
に
湾
岸
危
機
が
勃
発
し
、
紅
茶
の
輸

出
減
少
や
中
東
の
出
稼
ぎ
労
働
者
か
ら

の
送
金
減
少
に
よ
っ
て
国
際
収
支
が
悪

化
し
た
た
め
、
一
九
九
一
年
に
か
け
て

世
銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
新
た
な
融
資
を
受

け
、
民
営
化
・
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間

部
門
の
振
興
策
等
が
実
施
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
に
よ
る
構
造
調
整
を

経
て
、
経
済
は
持
ち
直
し
、
外
貨
枯
渇

の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
国
際
収
支
も
改

善
し
た
。
一
九
九
四
年
に
は
い
わ
ゆ
る

Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条
国
入
り
を
果
た
し
、
本
格

的
な
開
放
経
済
体
制
に
移
行
し
た
。
一

連
の
経
済
改
革
の
流
れ
は
、
一
九
九
四

年
に
約
一
七
年
ぶ
り
に
与
党
と
な
っ
た

Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
を
中
心
と
し
た
ク
マ
ラ
ト
ゥ

ン
ガ
政
権
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
長
引
く
内
戦
に
は
終
焉
の

兆
し
が
み
え
ず
、
一
九
九
五
年
に
は
和

平
交
渉
が
断
絶
し
、
翌
一
九
九
六
年
に

は
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
よ
り
中
央
銀
行
が
爆
破

さ
れ
る
な
ど
内
戦
は
泥
沼
化
し
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
ア

メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
で
外
需

が
急
減
、
国
内
で
は
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
よ
る

バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
イ
ケ
国
際
空
港
の
爆
破
、

旱
魃
等
の
要
因
が
重
な
り
、
独
立
後
初

の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
。
同
年

末
の
総
選
挙
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｐ
が
与
党
に
返

り
咲
き
ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
首
相
が
誕

生
し
た
が
、
ク
マ
ラ
ト
ゥ
ン
ガ
大
統
領

（
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）
と
の
間
で
ね
じ
れ
現
象

が
起
こ
り
政
治
は
混
乱
し
た
。

●
内
戦
終
結
と
平
和
の
配
当

　

内
戦
は
二
〇
〇
二
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
仲
介
に
よ
っ
て
一
時
的
に
停
戦
合
意

が
成
立
し
、
そ
の
後
六
回
の
和
平
交
渉

が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
散
発
的
な
テ
ロ

や
政
府
要
人
が
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
和
平

に
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇

五
年
の
大
統
領
選
で
Ｓ
Ｌ
Ｆ
Ｐ
の
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
が
誕
生
す
る
と
、

再
び
本
格
的
な
戦
闘
が
開
始
さ
れ
、
停

戦
合
意
は
二
〇
〇
八
年
に
は
正
式
に
失

効
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
軍
は
徐
々
に

攻
勢
を
強
め
、
北
・
東
部
の
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

の
拠
点
を
制
圧
し
、
二
〇
〇
九
年
五
月
、

ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
は
、
Ｌ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
の
プ
ラ
バ
カ
ラ
ン
議
長
が
戦
死
し
た

こ
と
を
確
認
し
、
約
二
六
年
に
及
ん
だ

内
戦
の
終
結
を
宣
言
し
た
。

　

内
戦
終
結
の
余
勢
を
駆
っ
て
、
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ク
サ
大
統
領
は
二
〇
一
〇
年
の

大
統
領
選
挙
で
再
選
を
果
た
し
、
大
統

領
の
権
限
強
化
や
主
要
な
ポ
ス
ト
を
一

族
で
独
占
す
る
な
ど
集
権
的
な
体
制
を

築
い
た
。
ま
た
、
内
戦
後
の
次
な
る
目

標
と
し
て
経
済
開
発
を
掲
げ
た
。
国
内
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が
終
結
し
た
二
〇
〇
九
年
か
ら
五
年
程

度
で
二
倍
以
上
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
、

「
平
和
の
配
当
」
だ
け
で
は
本
格
的
な

経
済
発
展
は
望
め
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
現
在
の
イ
ン
フ
ラ
や
観
光
ブ

ー
ム
が
一
巡
し
た
後
に
一
体
ど
の
よ
う

な
産
業
が
経
済
発
展
を
け
ん
引
し
得
る

の
か
と
い
う
展
望
が
未
だ
に
明
ら
か
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
輸
出
構
造
に
端
的
に

表
れ
て
い
る
（
表
１
）。
ス
リ
ラ
ン
カ

は
か
つ
て
軽
工
業
化
に
成
功
し
、
一
九

八
六
年
に
最
大
の
輸
出
産
品
は
紅
茶
か

ら
衣
類
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
変
化
に
乏
し
く
、
現
在

も
な
お
輸
出
品
目
は
衣
類
と
紅
茶
で
全

体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
全
く
変
化
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
電
子
製
品
、
皮
製
品
、
靴
、
玩
具
、

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
、
宝
石
等
と
い

っ
た
労
働
集
約
的
な
産
品
へ
の
一
定
の

多
様
化
は
進
ん
だ
。
し
か
し
、
高
付
加

価
値
化
の
動
き
は
捗
々
し
く
な
い
。
一

般
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
含
む
中
所
得
国

に
と
っ
て
「
中
所
得
国
の
罠
」
を
回
避

す
る
こ
と
が
持
続
的
な
発
展
の
鍵
で
あ

り
、
輸
出
産
品
が
一
次
産
品
や
労
働
集

約
的
な
財
に
偏
る
「
製
品
の
罠
」
に
陥

る
と
こ
う
し
た
状
態
か
ら
な
か
な
か
抜

け
出
せ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
避
け

る
た
め
に
は
、
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ

Ｉ
）
も
活
用
し
て
、
よ
り
高
付
加
価
値

で
生
産
性
の
高
い
産
業
構
造
へ
と
転
換

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

●
な
ぜ
産
業
が
発
展
し
な
か
っ
た

の
か

　

輸
出
産
業
の
構
造
に
焦
点
を
当
て
た

先
行
研
究
を
ま
と
め
る
と
、
輸
出
産
品

の
高
度
化
を
促
進
し
得
る
要
因
は
主
と

し
て
、
⑴
貿
易
開
放
度
、
⑵
海
外
直
接

投
資
、
⑶
人
的
資
本
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
加
え
て
、
⑷
巨
大
市
場
（
か
つ

高
所
得
国
）
へ
の
近
接
性
も
プ
ラ
ス
に

働
く
と
さ
れ
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
に

つ
い
て
こ
れ
ら
の
要
素
を
み
る
と
、
⑶

に
つ
い
て
は
、
高
い
識
字
率
や
教
育
水

準
は
周
辺
国
と
比
べ
て
群
を
抜
い
て
い

る
。
ま
た
、
⑷
へ
の
近
接
性
も
高
所
得

国
で
は
な
い
も
の
の
人
口
約
一
二
億
の

イ
ン
ド
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
潜
在
的

に
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
残
る
⑴
お
よ
び
⑵
が
輸

出
の
高
度
化
を
阻
む
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
ず
、
貿
易
開
放
度
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
経
済
政
策
の
動
き
と
お
お
む
ね

連
動
し
て
お
り
、
前
述
の
「
第
一
、
第

二
の
自
由
化
の
波
」
の
時
期
に
顕
著
に

上
昇
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
る
と
こ
の
動
き
が
反
転
し
、
低
下

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
出

各
地
で
開
発
計
画
「
マ
ヒ
ン
ダ
・
チ
ン

タ
ナ
」
に
基
づ
き
、
日
本
や
欧
米
と
い

っ
た
伝
統
的
な
ド
ナ
ー
に
加
え
、
近
年

最
大
の
ド
ナ
ー
と
な
っ
た
中
国
か
ら
の

借
款
を
活
用
し
て
大
規
模
な
公
共
事
業

を
実
施
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
た
。

し
か
し
、
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
政
権
の
政

策
運
営
は
一
族
や
関
係
者
が
利
権
を
貪

る
縁
故
資
本
主
義
（Crony Capital-

ism

）
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
、
ま
た
、

不
透
明
な
政
策
運
営
や
腐
敗
の
深
刻
化
、

さ
ら
に
は
開
発
資
金
面
で
の
中
国
へ
の

過
度
の
傾
倒
と
い
う
外
交
方
針
等
か
ら

次
第
に
世
論
の
支
持
を
失
い
、
二
〇
一

五
年
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
シ
リ
セ
ー

ナ
野
党
統
一
候
補
に
敗
北
し
た
。
そ
の

後
、
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
前
大
統
領
は
同

年
八
月
に
再
び
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で

政
権
復
帰
を
試
み
た
も
の
の
、
シ
リ
セ

ー
ナ
大
統
領
率
い
る
与
党
連
合
に
敗
北

し
た
。

　

一
方
、
経
済
に
目
を
向
け
れ
ば
、
内

戦
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
好
調
で
あ

り
、
い
わ
ば
「
平
和
の
配
当
」
と
も
呼

ぶ
べ
き
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
観
光
ブ
ー

ム
に
支
え
ら
れ
て
高
い
経
済
成
長
率
が

続
い
て
い
る

●
内
戦
終
結
後
の
展
望
と
課
題

　

内
戦
が
終
わ
っ
た
今
、
本
格
的
な
経

済
発
展
は
期
待
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
「
平
和
の
配
当
」
の
恩
恵
で
経

済
の
パ
イ
（
自
国
通
貨
建
て
）
は
内
戦

表１　主要輸出品目の変遷

1970 1980 1990 2000 2010シェア�
(%)

シェア�
(%)

シェア�
(%)

シェア�
(%)

シェア�
(%)

紅茶等［07］ 58.5 紅茶等［07］ 38.8 衣類［84］ 33.8 衣類［84］ 52.1 衣類［84］ 42.0

天然ゴム［23］ 21.9 石油および石油
製品［33］ 15.4 紅茶等［07］ 28.0 紅茶等［07］ 14.2 紅茶等［07］ 18.9

植物性油脂�
［42］ 5.8 天然ゴム［23］ 14.9 その他の非金属

鉱物製品［66］ 9.3
織物用繊維の糸、
織物および繊維
製品［65］

5.4 その他の非金属
鉱物製品［66］ 6.0

果実および野菜�
［05］ 5.0 衣類［84］ 10.4 天然ゴム［23］ 4.0 その他の非金属

鉱物製品［66］ 4.1 ゴム製品［62］ 5.2

織物用繊維�
［26］ 2.4 果実および野菜�

［05］ 5.0
特殊取扱品（種
類別に分類され
ないもの）［93］

3.9 機械類（電気機
器を除く）［71］ 3.0 その他の雑製品�

［89］ 3.0

その他 6.4 その他 15.5 その他 21.0 その他 21.3 その他 25.0

（注）　［　］内は SITC2桁コード。
（出所）　UN Comtrade より筆者作成。
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稼
ぎ
送
金
の
流
入
に
よ
っ
て
為
替
が
増

価
し
、
輸
出
競
争
力
を
削
い
だ
こ
と
に

加
え
、
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ク
サ
前
政
権
の
政

策
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
国
内
指
向
で

保
護
主
義
的
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
的

な
関
税
障
壁
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
海
外
直
接
投
資
に
関
し
て
は

内
戦
後
、
金
額
そ
の
も
の
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
内
訳
の
多
く
は
イ

ン
フ
ラ
部
門
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
偏
っ
て

お
り
、
輸
出
産
業
の
高
度
化
に
資
す
る

よ
う
な
高
付
加
価
値
な
製
造
業
へ
の
Ｆ

Ｄ
Ｉ
は
多
く
な
い
。
実
は
高
付
加
価
値

な
製
造
業
へ
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
少
な
い
と
い

う
問
題
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
理
由
は
内
戦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
内
戦
後
も
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

内
戦
の
他
に
も
重
大
な
投
資
阻
害
要
因

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
要
因
を
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
進
出
日
本
企

業
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
に
求
め
れ

ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
投
資
環
境
に
係
る

課
題
と
し
て
、
⑴
電
力
料
金
の
高
騰
、

⑵
不
透
明
な
政
策
運
営
、
⑶
人
件
費
の

高
騰
、
⑷
法
制
度
の
未
整
備
・
不
透
明

な
運
用
、
⑸
不
安
定
な
為
替
等
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
以
外
で
は
、

政
策
・
制
度
に
起
因
す
る
問
題
の
影
響

が
う
か
が
え
る
。

●
発
展
の
芽
は
あ
る
の
か

　

前
述
の
よ
う
に
産
業
の
発
展
の
動
き

は
停
滞
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

経
済
統
計
や
最
近
の
企
業
の
動
向
を
丁

寧
に
観
察
す
る
と
、
今
後
の
可
能
性
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
例
も
存
在
す
る
。

　

一
例
と
し
て
、
近
年
の
貿
易
統
計
に

は
、
コ
ロ
ン
ボ
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
Ｃ
Ｄ

Ｙ
）
と
い
う
日
系
の
造
船
業
に
よ
る
イ

ン
ド
向
け
の
船
舶
の
輸
出
の
動
き
が
明

確
に
表
れ
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ

ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
締
結
し
て
お
り
、
現
在
中
国
と
も
交

渉
中
で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｙ
は
イ
ン
ド
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
活
用
し
て
イ
ン
ド
需
要
を
取

り
込
む
だ
け
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
他
の
ア
ジ
ア
、
欧
米
、
中
東
等
か
ら

も
民
生
・
軍
用
の
船
舶
の
造
船
・
修
繕

を
受
注
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は

正
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
「
地
理
的
優
位

性
」
や
「
手
先
の
器
用
さ
」
を
活
か
し

た
投
資
の
成
功
事
例
と
い
え
る
。
今
後
、

イ
ン
ド
市
場
を
睨
ん
だ
企
業
の
進
出
が

さ
ら
に
進
め
ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
イ
ン

ド
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
組
み
込
ま

れ
て
い
く
可
能
性
も
期
待
さ
れ
る
。
実

際
に
、
金
型
メ
ー
カ
ー
等
で
イ
ン
ド
と

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
関
税
メ
リ
ッ
ト
を
活

用
し
た
イ
ン
ド
向
け
輸
出
の
動
き
も
出

て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ

ン
ド
や
そ
の
周
辺
の
い
わ
ゆ
る
「
環
イ

ン
ド
洋
経
済
圏
」
の
中
心
に
位
置
す
る

物
流
の
拠
点
と
し
て
徐
々
に
注
目
を
集

め
つ
つ
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
沖
合
を

通
る
シ
ー
レ
ー
ン
は
世
界
の
タ
ン
カ
ー

の
約
三
分
の
二
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
約
半

分
が
通
過
す
る
重
要
航
路
で
あ
る
。
独

Ｄ
Ｈ
Ｌ
や
米
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
な
ど
は
イ

ン
ド
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
を
も
睨
ん
だ

物
流
の
拠
点
と
し
て
既
に
進
出
し
て
お

り
、
日
本
勢
で
も
二
〇
一
四
年
に
佐
川

急
便
を
傘
下
に
持
つ
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
現
地
の
物
流
大
手
エ
ク
ス
ポ

ラ
ン
カ
を
買
収
し
た
。
ま
た
、
ス
リ
ラ

ン
カ
最
大
の
港
で
あ
る
コ
ロ
ン
ボ
港
は

収
益
の
約
七
割
を
イ
ン
ド
向
け
の
積
み

替
え
荷
物
か
ら
得
る
イ
ン
ド
向
け
の
物

流
拠
点
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱

量
（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）
は
二
〇
一
三
年
に
ム
ン

バ
イ
の
Ｊ
Ｎ
Ｐ
Ｔ
港
を
抜
き
南
ア
ジ
ア

最
大
と
な
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
港
湾

当
局
は
港
湾
利
用
料
を
抑
え
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
貨
物
需
要
を
呼
び
込
む
方
針

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
戦
終
結
に
よ
っ
て

ス
リ
ラ
ン
カ
は
よ
う
や
く
本
格
的
な
発

展
の
糸
口
を
掴
み
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
、

二
〇
一
五
年
の
政
権
交
代
を
経
て
政

治
・
経
済
改
革
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て

い
る
。
シ
リ
セ
ー
ナ
現
政
権
は
、
前
政

権
下
で
国
内
指
向
で
あ
っ
た
政
策
を
転

換
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
改
善
し
、
イ

ン
ド
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
洋
の
巨
大

経
済
圏
の
ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
・
魅
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
流

れ
の
な
か
で
今
後
の
発
展
の
核
と
な
る

次
の
産
業
の
集
積
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。

　

日
本
と
の
関
係
で
は
、
ま
ず
は
観
光

業
等
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
企
業
関
係

者
に
ス
リ
ラ
ン
カ
と
い
う
国
の
魅
力
を

紹
介
し
、
こ
の
国
の
戦
略
的
な
活
用
方

法
を
見
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

（
す
ず
き　

か
ず
な
り
／
元
在
ス
リ
ラ
ン

カ
日
本
国
大
使
館　

経
済
・
商
務
担
当
）
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